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研究成果の概要（和文）：　Biological Rhythms Interview of assessmentの日本語版（BRIAN-J）を作成し、
睡眠覚醒相後退障害（DSWPD）診断における妥当性と信頼性を確立し、スクリーニングのカットオフ値を作成し
た。これを用いて、15-30歳の若年者を対象としたweb調査を行い、DSWPD陽性者の割合が4.3％で、陽性者では健
康関連の生活の質と生産性が悪化していることがわかった。また、学生・治療中の病気・夜間液晶画面を視る時
間が長いことが、DSWPD発現と関連していた。またCOVID-19 パンデミックによる外出制限期間中に、夜間睡眠時
間の延長、睡眠時間帯の後退が確認された。

研究成果の概要（英文）：This study was set out to study the prevalence of delayed sleep phase 
disorder (DSWPD), impact of its morbidity on daytime function and associated factor of　the 
disorder.After identifying the validity and reliability of the Japanese version of Biological 
Rhythms Interview of assessment (BRIAN-J)in a preliminary study, we conducted web-based 
questionnaire study about sleep hygiene related behaviors and the prevalence of DSWPD by using 
BRIAN-J targeting young generation aged 15-30 years. As a result, 4.3 % of the subject population 
was identified as having DSWPD, and individuals affected with DSWPD were thought to have 
deteriorated scores of work productivity, depression and health related quality of life. Moreover, 
the presence of DSWPD was thought to be associated with being student, having currently treated 
disease and longer liquid crystal display (LCD) viewing time.
 Our result could emphasize the importance of keeping better sleep hygiene for preventing the 
development of DSWPD.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
若年者でのDSWPDは決してまれでなく、日中機能に悪影響を及ぼすことが明らかになった。また、背景因子の解
析から、社会的同調因子が緩い学生で発現しやすいことから、その発症予防に睡眠衛生強化が重要であることが
明らかになった。これらは、医学的な治療になるとともに、睡峰以西の重要性を啓発する上で重要な資料になる
と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 DSWPDは、一般人口の 1％以上に存在し、若年層に好発することが、米国、北欧での調
査で指摘されているが、わが国での実態は分かっておらず、DSWPD 罹患の日中機能に及
ぼす影響、ならびに発現要因は明らかにされていなかった。また、本疾患の診断は、多くが
詳細な生体リズム指標の計測に依存してきたため、より勘弁なスクリーニング質問紙の開
発が切望されていた。 
 
２．研究の目的 
 １）DSWPDのスクリーニング質問紙の重要な候補となるBRIANスケールの日本語版の
有用性を検証して、本疾患陽性のカットオフを作成すること、２）わが国の若年者における
DSWPD有病率と本疾患罹患の日中機能を知ること、ならびにDSWPD発現の関連要因を
明らかにすること、３）パンデミックによる外出制限（社会的な同調因子低下）状態で、若
者の睡眠習慣がどう変わったかを知ること、の 3点を目標とした。 
 
３．研究の方法 
 医療機関通院中のDSWPD確定診断を得ている患者群について、BRIANスケールの再現
性、クロンバッハα係数、併存妥当性と構造妥当性の検討を行い、健常対照群を合わせた
receiver operator curve 解析により陽性者のBRIANスコアカットオフ値を決定した。これ
を用いて、web 調査会社のパネルを使って 15-30 歳の若年人口でのDSWPD陽性者の実態
把握、陽性者での健康関連QOLならびに Health and Work Performance Questionnaire(HPQ)
での presenteeism、抑うつスコアを調べ、健常者と比較した。またロジスティック回帰分析にお
いて、DSWPDの存在と人口動態学的指標、睡眠衛生関連指標との関連性を調べた。また、同一
対象者について、パンデミック期間中の睡眠関連指標と日中機能関連指標を調査した。 
 
４．研究成果 
BRIANスケールの妥当性と信頼性を確立すると共に、スクリーニング陽性のカットオフ（40
点）を確定した。 
2019 年に実施した web アンケート調査査では DSWPD 陽性者の割合は 4.3％であった。
DSWPD罹患者では、抑うつスコアが高く、HRQOL が悪化しているとともに、presenteeism が
悪化しており生産性が低下していることがわかった。また、ロジスティック回帰分析による背景
要因の検討から、学生であること（社会人を reference として）、治療中の病気が存在すること、
交感神経活動上昇に関わる夜間液晶画面を視る時間帯が長いことが、DSWPD 発現と関連して
いる可能性が示唆された。 
2020 年（1年後）COVID-19 パンデミックによる外出制限期間中の調査結果では、特に学生
で夜間睡眠時間の延長、睡眠時間帯の後退、社会的時差ボケの減少（週日に比べて休日の睡眠時
間帯が後退した水準）が有意であったが、日中機能、自覚的な不眠感、日中眠気には悪化はみら



れなかった。しかしながら、パンデミック期間中にDSWPD水準の睡眠相後退を生じた群では、
HRQOLの悪化、抑うつスコアの上昇が認められた。また、パンデミック中のDSWPD発症に、
日中の運動量が少ないこと、夜間液晶使用時間が長いことが関連していることが確認された。 
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